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(57)【要約】
【課題】流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チ
ューブの先端部分を、より強固かつ確実に硬質パイプの
先端部分に接続固定することができる内視鏡の配管接続
部を提供すること。
【解決手段】硬質パイプ１の外周の突起４より基端寄り
の位置に雄ネジ６が形成されると共に、その雄ネジ６と
螺合する雌ネジ７がチューブ固定環３に形成されていて
、その雄ネジ６と雌ネジ７との螺合により、チューブ固
定環３が、可撓性チューブ２を先端側から後方に向かっ
て突起４部分に押圧する状態で硬質パイプ１に固定され
るようにした。
【選択図】　　　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チューブの先端部分が硬質パイプの先端部
分に接続固定された内視鏡の配管接続部であって、
　上記硬質パイプの先端近傍の外周面に突起が形成されて、上記可撓性チューブが上記硬
質パイプの先端側から上記突起を越えて上記硬質パイプに被せられると共に、その可撓性
チューブに先端側から被せられて上記可撓性チューブを先端側から後方に向かって上記突
起部分に押圧する先広がりの内面を有するチューブ固定環が設けられた内視鏡の配管接続
部において、
　上記硬質パイプの外周の上記突起より基端寄りの位置に雄ネジが形成されると共に、そ
の雄ネジと螺合する雌ネジが上記チューブ固定環に形成されていて、その雄ネジと雌ネジ
との螺合により、上記チューブ固定環が、上記可撓性チューブを先端側から後方に向かっ
て上記突起部分に押圧する状態で上記硬質パイプに固定されるようにしたことを特徴とす
る内視鏡の配管接続部。
【請求項２】
　上記可撓性チューブの先端面が当接する段差が上記硬質パイプの外周面の上記突起と上
記雄ネジとの間の位置に形成されて、上記段差を囲む位置で上記可撓性チューブの外周に
上記チューブ固定環が被嵌された状態になる請求項１記載の内視鏡の配管接続部。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チューブの先端部分が硬質パ
イプの先端部分に接続固定された内視鏡の配管接続部に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡内には、送気、送水及び吸引等のための各種流体管路が配管されていて、その操
作弁が操作部に配置されている。流体管路は、内視鏡の挿入部内等では可撓性チューブで
形成されているが、それを操作弁のシリンダ等に直接接続することはできないので、シリ
ンダ等に突設された金属パイプに接続されている。
【０００３】
　ただし、そのような接続部には、可撓性チューブが引っ張られる力や流体圧等が加わる
ので、そのような力で可撓性チューブが抜けたり漏水が発生したりすることのないように
、可撓性チューブと金属パイプとをしっかりと固定する必要がある。
【０００４】
　そこで従来は、例えば図４に示されるように、金属パイプ１の先端近傍の外周面に突起
４を形成して、可撓性チューブ２の先端部分を金属パイプ１の先端側から突起４を越えて
金属パイプ１に被せ、図５に示されるように、可撓性チューブ２の外周部に被嵌したチュ
ーブ固定環３で可撓性チューブ２を先端側から後方（図５において上側から下方）に向か
って突起４部分に押圧する状態に固定していた（例えば、特許文献１）。
【特許文献１】特開平９－２９９３２１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上述のような構成の従来の内視鏡の配管接続部においては、可撓性チューブ２
を先端側から後方に向かって突起４部分に押圧するためのチューブ押圧部３１として、チ
ューブ固定環３の先端側に先広がりのテーパ孔状の斜面が形成されているだけである。
【０００６】
　そのため、可撓性チューブ２に引っ張り方向と逆方向（圧縮方向Ｘ）の力が作用すると
、その力によりチューブ固定環３が突起４から離れる方向に移動して、チューブ固定環３
による可撓性チューブ２の押圧力が著しく小さくなってしまう。
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【０００７】
　そこで従来の内視鏡の配管接続部においては、可撓性チューブ２に圧縮方向Ｘの力が作
用しても可撓性チューブ２が移動しないように、可撓性チューブ２の先端面が当接する段
差５を金属パイプ１の外周に形成してある。
【０００８】
　しかし、現実には、可撓性チューブ２に圧縮方向Ｘの大きな力が作用すると、図６に示
されるように、可撓性チューブ２の先端面が段差５に乗り上げる状態になってしまい、図
７に示されるように、次に可撓性チューブ２に引っ張り方向Ｐの力が作用すると、可撓性
チューブ２が接続部から外れたり流体漏れが発生したりしていた。
【０００９】
　本発明は、流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チューブの先端部分を、より強
固かつ確実に硬質パイプの先端部分に接続固定することができる内視鏡の配管接続部を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡の配管接続部は、流体を通すために内視鏡
に設けられた可撓性チューブの先端部分が硬質パイプの先端部分に接続固定された内視鏡
の配管接続部であって、硬質パイプの先端近傍の外周面に突起が形成されて、可撓性チュ
ーブが硬質パイプの先端側から突起を越えて硬質パイプに被せられると共に、その可撓性
チューブに先端側から被せられて可撓性チューブを先端側から後方に向かって突起部分に
押圧する先広がりの内面を有するチューブ固定環が設けられた内視鏡の配管接続部におい
て、硬質パイプの外周の突起より基端寄りの位置に雄ネジが形成されると共に、その雄ネ
ジと螺合する雌ネジがチューブ固定環に形成されていて、その雄ネジと雌ネジとの螺合に
より、チューブ固定環が、可撓性チューブを先端側から後方に向かって突起部分に押圧す
る状態で硬質パイプに固定されるようにしたものである。
【００１１】
　なお、可撓性チューブの先端面が当接する段差が硬質パイプの外周面の突起と雄ネジと
の間の位置に形成されて、その段差を囲む位置で可撓性チューブの外周にチューブ固定環
が被嵌された状態になるようにしてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、硬質パイプの外周に形成された雄ネジとチューブ固定環に形成された
雌ネジとの螺合により、チューブ固定環が、可撓性チューブを先端側から後方に向かって
突起部分に押圧する状態で硬質パイプに固定されるので、可撓性チューブの先端部分をよ
り強固かつ確実に硬質パイプの先端部分に接続固定することができ、硬質パイプの外周面
に形成された段差に可撓性チューブの先端面が当接して、その外側位置で可撓性チューブ
の外周にチューブ固定環が被嵌された状態になるようにすることにより、可撓性チューブ
に大きな圧縮力等が作用しても緩みの出ない強固な接続固定状態を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　流体を通すために内視鏡に設けられた可撓性チューブの先端部分が硬質パイプの先端部
分に接続固定された内視鏡の配管接続部であって、硬質パイプの先端近傍の外周面に突起
が形成されて、可撓性チューブが硬質パイプの先端側から突起を越えて硬質パイプに被せ
られると共に、その可撓性チューブに先端側から被せられて可撓性チューブを先端側から
後方に向かって突起部分に押圧する先広がりの内面を有するチューブ固定環が設けられた
内視鏡の配管接続部において、硬質パイプの外周の突起より基端寄りの位置に雄ネジが形
成されると共に、その雄ネジと螺合する雌ネジがチューブ固定環に形成されていて、その
雄ネジと雌ネジとの螺合により、チューブ固定環が、可撓性チューブを先端側から後方に
向かって突起部分に押圧する状態で硬質パイプに固定され、可撓性チューブの先端面が当
接する段差が硬質パイプの外周面の突起と雄ネジとの間の位置に形成されて、その段差を
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囲む位置で可撓性チューブの外周にチューブ固定環が被嵌された状態になる。
【実施例】
【００１４】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図３は内視鏡の配管構成を略示しており、流体を通すための可撓性チューブ２が、内視
鏡の操作部１０に配置された送気送水操作弁１１、吸引操作弁１２及び処置具挿入口金１
３等から内部に突設された金属パイプ１（硬質パイプ）に接続され、チューブ固定環３が
可撓性チューブ２を金属パイプ１に押圧固定する状態に取り付けられている。
【００１５】
　図１は、そのような金属パイプ１に対する可撓性チューブ２の接続部の縦断面図であり
、例えばステンレス鋼管材等からなる金属パイプ１は、その先端部分付近の外径が、例え
ば四フッ化エチレン樹脂チューブ等により形成された可撓性チューブ２の内径より太く形
成されている。
【００１６】
　金属パイプ１の先端近傍の外周面には、一定の高さの突起４が全周にわたって均一に形
成されている。なお、金属パイプ１の先端部分より径が一回り大きい金属パイプ材を金属
パイプ１の外面に溶接又はロー付け等で固着することにより突起４を形成してもよく、突
起４が周方向に複数に分割形成されていても差し支えない。
【００１７】
　可撓性チューブ２は、金属パイプ１の先端側から突起４を乗り越えた状態に金属パイプ
１に被せられ、その部分において、可撓性チューブ２の外周部に被嵌されたチューブ固定
環３が、可撓性チューブ２を外周側から突起４部分に押圧する状態に取り付けられている
。
【００１８】
　チューブ固定環３は、全体として略円筒形状に形成されて、図２に示されるように、金
属パイプ１側から（即ち、図１及び図２において上方から）スライドさせて、可撓性チュ
ーブ２の先端側から可撓性チューブ２の先端部分に被せられている。なお、各図において
、金属パイプ１とチューブ固定環３は下方が先端側であり、可撓性チューブ２は上方が先
端側である。
【００１９】
　そして、チューブ固定環３の先端側内周面は、可撓性チューブ２を先端側から後方（図
において上側から下方）に向かって突起４に押圧する先広がりのテーパ状のチューブ押圧
部３１になっている。
【００２０】
　金属パイプ１の外周面には、突起４より基端寄り（図において上寄り）であって突起４
と間隔をあけた位置に雄ネジ６が形成されている。そして、その雄ネジ６と螺合する雌ネ
ジ７がチューブ固定環３の後端寄りの部分（図において上端寄りの部分）に形成されてい
る。
【００２１】
　その結果、図１に示されるように、雄ネジ６と雌ネジ７とを螺合させることにより、チ
ューブ固定環３が、可撓性チューブ２を先端側から後方に向かって突起４に押圧する状態
で金属パイプ１に固定される。
【００２２】
　したがって、可撓性チューブ２に引っ張り方向Ｐの力や圧縮方向Ｘの力が作用しても、
金属パイプ１に対するチューブ固定環３の固定状態が緩まないので、チューブ固定環３が
可撓性チューブ２を突起４に押し付ける押圧力が低下せず、可撓性チューブ２の先端部分
を金属パイプ１の先端部分に強固かつ確実に接続固定することができる。
【００２３】
　また、金属パイプ１の外周面には、可撓性チューブ２の先端面が当接する段差が突起４
と雄ネジ６との間の位置に形成されており、図１に示されるように、段差５を囲む位置で
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なる。
【００２４】
　したがって、可撓性チューブ２に大きな圧縮方向Ｘの力が作用して可撓性チューブ２の
先端が段差５を乗り越えようとしても、その可撓性チューブ２の動きがチューブ固定環３
の内周面によって阻止されるので、可撓性チューブ２の先端面が移動せず、金属パイプ１
に対する可撓性チューブ２の接続状態に全く緩みが発生しないので、可撓性チューブ２の
抜けや流体漏れ等が発生しない。
【００２５】
  なお、本発明は、内視鏡の操作部に配置された金属パイプ１に対する可撓性チューブ２
の接続部に限らず、流体を通すための可撓性チューブ２が金属パイプ１に接続固定される
コネクタ部やその他の部分においても適用することができ、金属パイプ１に代えて硬質の
プラスチックパイプ等が用いられた部分であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】本発明の実施例の内視鏡の配管接続部の縦断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の配管接続部の組み立て途中の状態の縦断面図である。
【図３】本発明が適用される内視鏡の全体配管略示図である。
【図４】従来の内視鏡の配管接続部の組み立て途中の状態の縦断面図である。
【図５】従来の内視鏡の配管接続部の縦断面図である。
【図６】従来の内視鏡の配管接続部の動作を説明する縦断面図である。
【図７】従来の内視鏡の配管接続部の動作を説明する縦断面図である。
【符号の説明】
【００２７】
　１　金属パイプ（硬質パイプ）
　２　可撓性チューブ
　３　チューブ固定環
　４　突起
　５　段差
　６　雄ネジ
　７　雌ネジ
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